















性について研究されている［１，２，３，４，５］。特に Bryden and Higham［１］や Higham［３］
は ・丸山スキーム（ -Maruyama scheme）に対する漸近安定性の結果を与えた。本稿で
はオイラー・丸山スキーム のみを取り扱う。オイラー・丸山スキームは、SIVP（1）





を模擬する［４］。オイラー・丸山スキームの強い収束次数は 1/2、弱い収束次数は 1 で
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ある［４］。オイラー・丸山スキームを弱い近似として使用する場合，標準正規確率変数




























を考える。ここで、定数 と は実数、ただし とする。テスト方程式（７）の厳密解
は
　　　　　　　　　　（8）
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確率微分方程式の弱い近似で使用される一般 3 点分布確率変数について




とする。ここでパラメータ で、 のとき２点分布確率変数（４）と、 の
とき３点分布確率変数（12）と一致する。確率変数（13）を一般 3 点分布確率変数と呼ぶ
ことにする。一般 3 点分布確率変数（13）をオイラー・丸山簡易スキームに装着した場合
の漸近安定領域を  と表記する。次節で安定領域  について考察する。
３. 考察
　本稿で安定性に優れるとは、領域 の部分集合で，つぎのような矩形領域
の大きさ、つまり矩形領域の高さ b の値を尺度として使用する。たとえば、2 点分布確率
変数の場合、矩形領域  を図２に示す。領域の高さ b が 1 であることは漸近安定性関数
（11）から容易に示すことができる。
図２．矩形領域（２点分布確率変数）
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をとる。したがって、  とおき、最小値の関数 を次式で定義する。
 　　　　　　　　　　 （16）
関数  のグラフを図 5 に示す。
　図 5 のグラフから  と の間で  が最大となることがわかる。関数 
 を  で微分すると
となる。方程式  の近似解をニュートン法で求めると
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図５．関数 のグラフ
を得る。  の値は 1.32109976197733 であり、この値を  の最大値とする。一般３
点分布確率変数（13）の確率に  が現れるので、コンピュータへの実装、つまりコー
ディングを考慮すると  の値は分数が望ましい。分母が 64 の場合で候補を探すと
が見つかる。このとき  の値は順に
である。したがって、この候補の中で矩形領域が最大となるのは  であることがわかる。






















る 4 点分布確率変数の提案が課題である。また、今回提案した一般 3 点分布確率変数が陰
的スキーム、たとえば ・丸山簡易スキームに対して、漸近安定領域がどのように変化す
るか、興味深い。本稿では矩形領域で探索したが、より実用的な尺度の開発が今後の課題
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